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FAQによる水産増蓑殖プロジェクトの現状と展望

松里寿彦

水産）丁中央水産研究所t任研究宜

要 旨口

FAOに4ケ年 (1990--1993)在籍し，水産増壺殖分野の国際研究行政を担当したので，

FAOの組織水産増養殖分野の主なプロシェクトについて次の項日に沿って紹介する。ま

た，新設されたJIRCASの水産分野の国際共同研究推進について私見を述べる。

1. FAOの主たる活動

1) FAOの構造と機能

• 国連最大の専門機関 ・技術援助 (WFPとの機能分離）プロジェクト事務所一各

国事務所ー地域事務所 ・経常予算 • 特別機関 ・プロジェクト共通費 ・実行

機関と協力機関 • 他国連専門機関との連携

2) FAO水産局 (FI)の構造と機能

・FIID, FIDX, FIDI, FIPP, FIPL, FIDO, FIIN, FIRM, FIRI, 

・総予算 30億円／年 ・プロジェクト数 150~240 

3)特別基金

・JPN, AIDAB, CIDA, IDRC, DANIDA, FINNIDA, NORAD, GTZ, ODA, 

SIDA, USAID, CEC 

• 各種 Fund (Kuwait, Sand, OPEC, ARAB) 

• 各種 Bank (AFDB, ADE, CDB, IOB, WB) 

4)主たる水産増養殖プロジェクト

・93年6月現在水産プロジェクト127中27

・NACA, EIFAC, IPFC 

• 南太平洋増養殖

・インド沿岸養殖

・地中海増養殖 (MEDLAP)

・ラテンアメリカ増養殖 (AQUILA)

・アフリカ中南部増養殖 (ALCOM)

・ベンガル湾漁業開発 (BOBP)

• 各国増養殖 (IRA/UTF, その他多数）

5)水産増養殖関連諸活動

・UNDP, WHO 

・GESAMP 

・0. I. E, Codex alimentarius 

・ICLARM, ATI 
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・INFOFISH 

6) FAO活動の間題点

・UNDPとの関係

・Inter-・G Organizationsとの関係

・JICA雰一国間援助との1関係

・CGIAR笠NGOsとの関係

・内部間遁（技術レベル，高コスト，低能率，無責任体制， etc)

・被援助国側の間題（プロジェクト企両，立案，運営能力， etc)

2. FAOでの活動を通じて

1)地球的環境間遁と増養殖

2)持続的養殖システム

3) 広域詞遊性魚類増殖

・所有権 ・餌生物資 ・自然生態 ・牛物的多様性

4) テータ，情報

5) 各種組織との璽複，観合

6) FAOの必要性

3. 新研究所，研究部に望むもの

1)祈たな視点の確立

2) データ，情報， Networkの確立

3)研究行政改革の尖兵

4)行政{i)「究の国際化

付表 Table1 Global aquaculture production inl988 

Continent/region Production Share 
(1, OOOmt) (%) 

Asia+ Pacific 12,255,3 84. 7 

Europe+ USSR 1,458.0 10.1 

North America 422. 7 2.9 

South America +Caribbean 223.6 1. 6 

Africa+ Middle East 106. 7 0. 7 

Wrold total H,466.3 100.0 

Source : FAO (1990a) 

Table 2 Share of major commodity groups in the aquaculture of Asia and the Pacific 

Commodity groups 1975 1987 
(l,OOOmt) （％） (l,OOOmt) (%) 

Finfishes 1,842.5 4,1. 1 5,871. 7 47.9 

Crustaceans 25.9 0.6 480.5 3.9 

Molluscs 676. 5 16.2 2,265.0 18.5 

Seaweeds 1,630.8 39.0 3,604.2 29.4 

Othars 6.9 0. 1 33.9 0.3 

Total 4,182.6 100.0 12,255.3 100.0 

Sources : FAO (1984) and (1990a) 
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ただいまご紹介をいただきました松里てございま

まず，最初に，この新研究所及び祈水圧品の設立，

本当におめでとうこざいます，う

今日ここにいらっしゃる貝泊所長か，まだあのとき

は，たしか食総研の邸長さんから技術会議の開発官て

来られたと合に，だまだま私，調査官をさせていただ

いておりましたものですから，時間内というよりむし

ろ時間外ですね，主にお話したように記憶かございま

すが，なぜ水崖が熱研に人っていないのかと。それは

いろいろ事情がございまして， きょうは現臓の調査官

も来られておりますので，その）jから仙うとしても，

ともかくこれからの桃の中は，今まで農林省は，第 1

次産業，農業なら農業，林業なら林染，畜産なら畜産

というふうに，ある、意味では産業別に研究行政が行わ

れている，現在もそうですけれども，しかし，実際は，

第 1次産業ではそれぞれ相圧につながっています。純

粋の漁民というのは少ないのです。

例えば，遠洋漁業の漁民のように， 11カ月海に乗っ

かっている，これはほとんど専業ということになりま

すけれども，実際，沿犀に仕んでいらっしゃる漁民の

方たちというのは，ある面では農民であり，ある面で

は林業従事者なのです。 リ方，官庁だけがというか，

役人だけが建前でやっていることは矛盾があり， しか

も，研究所かその傘卜にあるために，本当にインテグ

レードされていない。ですから，私は漁民では，残念

なことに，ないものですから，本喝は海賊になりたか

ったのですけれども，今さらなれませんので受ける側

からすれば，水産庁は水産のことを言ってくるし，林

業は林業で言ってくる，畜産は畜産で言ってくる，農

叢は農業で言ってくる，それを一番最後の生産者の段

階で自分でインテグレードしなきゃいけないというの

が現状じゃないかと思うわけです。そういう意味で

は，少なくても熱幣農業研究所のように，主に途日月

を相手にする研究所の場合は，インテグレードは絶対

に要るんだということで，お酒の勢いをかりまして，

よく貝泊……当時の開発官とお詰したような記憶がご

ざいます。

今回，帰ってまいりましたら，こういった立派な研

究所ができ，かつ水産部ができたということで本当に

喜んでおります。心から喜んでおります。

きょう，これからお話することも，その．＾種の応援

演説だと思って聞いていただければと息います。

それから，人数は，この巨大な研究所， 200名近いと

思いますけれども，定目が，その中で水庄はたった 7

名というのですけれども，一騎当千としヽうことをいえ

ば7,000人と息えばいいので，水茫の中でもえりすぐ

った優秀な研究者が送り込まれているわけですから，

人数は気になさらないで， どんとん農業の力を巻き

んで・・・・・・C

大体， 苔のうも応調査官と語していたのですけれど

も，應外に，農菜や林業や畜産の力は水庄物に対して

非常に輿味を持つ，魚さえあれば，刺し身さえ食わせ

てくれれば，おれは水硲に行ってもいいと，酒の勢い

で 私はお酒強いものですから，どんなに酪酎にして

も日ったことは覚えておりますので，あすでも技術会

議に行ってぜひもらい受けようかと……それは冗談で

すけれども，そういうことで大いに仲間というか，ふ

やしてただきたいと思います。余計なことでございま

すが，祝辞にかえさせていただきます。

旱速ですけれども，私，陪いところにいますとすぐ

肌くなるものですから，プロジェクターとかは使いま

せんので，私の資料だけ見ていただければと思いま

今回いただぎました題が， FAOによる水産プロジ

ェクトということでございますけれども，これについ

ては，実は私が行きましたのは，水産増養殖及び魚病

専門家ということで，むしろ初代の， FAOでは初代

の魚病担当官ということで参りましたものですから，

翡常に自分の専門分野が小さいわけです。ですから，

FAO全体を申し上げることはとてもできません。そ

れよりも，農水省全体から，およそ20人近い職員が，

国際公務員派遣法にのって行っているはずでございま

して，むしろそういう農業関係から出られた方のほう

がかなり中枢部で活躍されている方たくさんいらっし

ゃいますので，細かなというか，全体的なお話は，そ

ういう方から何えばいいんじゃないかと思いますけれ

ども，私の場合は，私の立場から見た FAOというこ

とでございまして，かなり偏見のまざった意見でござ

いますので，その点あらかじめお断りしておきます0

FAOですけれども，ご存じのとおり，国連の最大

の，最古というか，最大の専門機関でごさいます。今

は）く分減ってまいりましたけれども，それでも6,000

人の職員がおりまして，ですから， FAOの松里とい

う手紙をくださる方いらっしゃるけれども，それは難

しいわけでして，ひどいことがあって，たくさん手紙

来るものですから，そのうちに日本人の名前だったら

みんな私のところに持ってくるのです。松本だろう
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か，何たろうが，松がつけば全部，もっとひどいのは，

マツモトボローという，発音はわかりませんけれど

も，インドネシアの研究者の方がいらっしゃるのです

けれども，その人の手紙みんな私のところ来るので

す。ひどしヽ目（こ遭いましたけれども， ともかく 6,000

人あると。

で，一つ申し上げたいのは，なぜFAOがローマに

あるかということは特さんおわかりでしょうか，その

歴史というか，実は FAO設立のときに，これ間いた

話ですが，カナダとイタリアが名乗りを上げたのだそ

うです。最終的にイタリアに決まった理由は，ワイン

がおいしいからとか如1が笑しいからということでは

なくて，ローマに農桑関係の，農業の方はご存しと息

いますが，アフリカの農業関係の最古の，かつ最大の

文献のコレクションというのですか，それがあったわ

けでございます。そこをベースにして，それを寄贈し

ていただいて，基本的な情報源として，そして，ああ

いう組織ができたと聞いております。建物は，ム；；ソ

リーニのつくったものでございまして，甘の植民地省

でございます。そういうことで，余計なことですが…

FAOの特徴ですけれども，これは技術援助機関で

ございまして， FAOの中にWFP,これはWorldFood 

Programというのですけれども，これは食べ物を，

もっぱら飢餓の状態のときにそれを助けようというこ

とで，人道的な援助，これは食糧援助です，もっぱら

食べ物を送るという。ですから，機能的には，今，普

通， FAOという場合はこのWFPを人れておりませ

ん。むしろ WFPはWFPでどんどん大きくなってい

て，世の中には飢餓の人もいますし，私のような肥満

の者もいますけれども，食べ過ぎといいますけれど

も，食べ物がなくてやせている人がずいぶんいるわけ

です。それで，我々 FAOの役目はむしろ技術援助な

のです。

よく新間を見ますと，佃か動乱が起きた，ソマリア

かなんかで動乱が起きたら，すぐFAOが引ぎ上げ

た，けしからんという論調がございます。しかしなが

ら，私たちの専門は技術援助でございます。お冗い鉄

砲撃ち合っているところでは農業なんかできませんで

すよ。水産だって，これは平和庄業ですから，鉄砲撃

っているところでは，絶対こんなものやったって意味

ないわけです。ですから， FAOはさっさと引き上げ

る。 WFPの場合は，これは食糧援助で， しかも飢餓

に対する援助なものですから，かなり遅くまで跨みと

どまる。しだがって，死ぬ字は WFPの職貝のはうが

多いということになります。これも余叶なことですけ

れども^

それから FAOの基本的な組織として，プロジコーク

トというのがございまして，ここにも元プロジェクト

マネージャーの川中さんもいらっしゃいますけれど

も，また懇親会のときでも聞いてください。具体的に

何をするか，どういう凶労があるかは，田中さんに直

接うかがって下さい。

プロジェクトオフィスというのがございまして，そ

の次には各国の事務所がございます。もちろん日本に

はございません。それはLに途卜国に置いてあるわけ

です。それは各国事務所， FAQオフィスと呼んでお

ります。それから，さらに地域に地域事務所が幾つか

ごさ'¥,ます。

例えば，有名なのは RAPAと呼んでいますけれど

も，バンコクにございますFAOのリージョナルオフ

ィス，これはかなり大きくて職員数170何名というこ

とだったと思いますが，そういう RAPAのオフィス

がございます。そういうことが，まず，基本的な構造

であると。もちろん本部にはたくさんおりますが，そ

れは後で申しじげます。

それから，予算的裏づけは，いわゆる経常予算，こ

れはメンバーカントリーが，今は161だったかな，ふ

えたり減ったりしますのでよくわかりませんが，ふえ

たり減ったりというのは，チェコスロハキアというの

がございますね，あれが突然チェコとスロバキアに分

かれたと。加盟していたのがチェコスロハキアという

国なのです。そうすると，その国が消滅したわけです

から，1減になるわけです。ところが，今度，スロバキ

アとチェコがそれぞれ加盟をまた申請してぎた，する

とまた入る， 1プラスになって，だからしよっちゅう

数が変わっております。したがって，大体160ぐらい

だと思っていただければと思います。それらからコン

トリビューションというのを出すことになっているの

です。それは， GNPと人「］比とに応じて各国の分担

金が決まっております。

ところが，これは国連機関すべてにいえることです

けれども，金の払える国は援助は要らないのですね，

者えてみれば。大体，分担金も払えないから貧しいの

であって，いや貧しいから払えないのか，そういうこ

とで，なかなかこの経常予算も100%納入されていな

ぃc 最大の間題は，この経常予算の25%を分担するこ

とになっているアメリカが払わない，これがFAOの
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最大の財政問題でごさいます。

なぜ払わないかというのは，アメリカに間きたいと

ころですけれども，ともかくアメリカの予算というの

は非常におもしろくて，そういう国際機関に対する援

助というのは一つの枠でございまして，そこにプライ

オリティーがついているのです。で， FAOは下から

2番目なものですから，上で使ってしまうと，もう来

ないのです。それが最大の間題，つまり25%がないと

いうことで，これは10年ぐらい続いております。

このほか特別基金，これはトラストファンド， トラ

ストファンドだけではないのですけれども，いろいろ

なファンドというのがございまして，例えばオランダ

が，もとの自分のさんざん悪いことをしたアフリカの

諸国について，罪滅ぼしのために そういうふうに

は言えませんよ，公式では一~ 罪滅ぽしのため

に助けてやろうと，これこれのお金についてはなんと

かという国の農業援助に使ってほしいというふうに基

金を出してくれます。これを特別基金と呼びます。

日本は，この基金に水産では総額100万ドルと決ま

っておりまして。すべて日本の場合は外務省経由だっ

たと思います。

それから，予算的にいえば，プロジェクト共通費と

いうのがございまして，プロジェクト，これは後で申

し上げますか，いろいろなプロジェクトがありまし

て，例えばUNDP, ほかの国連機関から実行を委託

されるのです。これ，何か変な日葉ですけれども，実

際，金は UNDP(国連開発計画）というのがお金を

持っていて，どこどこの開発について FAOがやって

くれというふうに，国連の専門機関内でのお金のやり

とりがございまして，そういうプロジェクトの共通

費あらゆるプロジェクトが13%本部に払うことにな

っておりまして，税金だと思っております。

そういうことで， FAOというのは実行機関である

ということ，これは非常に大きなところでございま

す。先ほどからいろいろな名前が出ていたのですが，

例えば SEAFDECとか，いろいろなものがあります。

例えばSEAFDECによく似た組織で， NACAという

組織がござします)。 IntergovernmentOrgamzat1on 

で，これはアジアの15カ国が参加している養殖に関し

たものです。 Networkof Aquaculture Recearch 

Centres in Asian Pacific Regionというのですか，

ともかくアジアにおける増養殖の関係の研究所の In-

tergoverment Organization, これを NACAといい

ますけれども，この NACAの問題点というのは，

NACAというのは実行機関になってないということ

で土協力機閃ではあるけれども実行機関ではない。

FAOはまさに実行機関でございまして，お金を使っ

て実際事業を行う機関ということです。そういうこと

で他の国連専門機関との連携というのはしよっちゅう

ございます。これは後で申し上げます。

FAOはたくさんの局がありまして，全体の組織図

を，とても私はしゃべれませんが，せめて水産局だけ

ということで，水産局 FIの中にはそれぞれセクショ

ンがございまして，これ全部略語で呼ばれておりま

す。こんなの一々言っても切りがないですか，いろい

ろなものがあるのです。

ちょっとおもしろいのは，連絡みたいなところがリ

エイゾンというのですか何というのですか， FIPRと

いうのがございますし，それから FIiというのは

FIINとかFIIUに分けて，これは utilizeですから，

要するに， Fisheriesindustryの中にさらに分かれて

いる，こういうセクションがたくさんございまして，

私の属したのは FIR,Fishery resourcesというとこ

ろにおりまして，それが二つに分かれて， FIRMと

FIRIとあります。FIRMは，これは Marineresources 

です。それから， FIRIは，これは長いのですけれど

も， InlandFisheries Resources and Aquaculture 

Service, これが私の属したセクションでございます。

だから，英語……FAOの参りまして一番悩むのは

語学力で，どなたもそうかもしれませんけれども，語

学でございまして，そのときに，最初に，そもそも私

たちのセクションの名前がおかしいというのを質問し

たのです。知っていてやっているんですね。 Inland

Fisheries Resources and Aquaculture Serviceで

しょう。そうすると，何となく Inlandfishseriesが

上に来ちゃうわけですね。何かInlandfishseriesの

中の aquacultureのserviceみたいに聞こえるので

す。だから，英語的に言えば， aquacultureservice 

andの方がきれいなわけです。イギリス人がたくさん

いるのに文句言ったら，それはそうだけれども，歴史

的だとか何かと言われ，うそですよね，あれは。

なぜかというと，私のセクションのチーフというの

が，実は Inlandfisheries resourcesの研究者なので

す。自分の地位を守るためには名前を変えたくない，

それは内部での約藤がございます。そiしは余計なこと
で・・・・・・。

それから， FAO全体の事業費というのは， FIの，

つまり水産局の事業費は30億円ぐらいだと思います。
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プロジェクトの数は年々減っておりまして， 150から

240なのですけれども，あとどこかで出てきますけれ

ども， 1993年6月現在で127ございます。そのぐらいで

して，だから小分けしていますよね， てつ・ィつは非常

に小さい予算です。予算を小さくすればするほど，ご

存じのとおり，それの人件費は，要するにアドミニス

テイティブな部分というのは大きくなってきて，実際

使える金はどんどん減っていきます。だから， FAQ

のプロジェクトというのは非常に今苦しい。

なぜ苦しいかというと，これは大きなことなのです

けれども， 1992年から，我々のフィールドプロジェク

トのお金をサポートしてくれていた UNDPが突然，

突如， FAQとは縁を切りたいと言い出した。これど

ういうことかよくわからないのですけれども， FAO

は能率が悪いからということなのでしょうけれども，

絶縁状をたたきつけられまして，そのためにもフィー

ルドプロジェクト，我々水産でいえば， 38%の予算が

カットされてしまった，自動的に。これで非常に苦し

くなってまいりました。現在も，非常に苫しいところ

でございます。

それから，特別基金はたくさんありますけれども，

この中でJPNというのは Japanなのですけれども，

日本の場合は特別基金に名前がついておりません。で

すから，こういうふうになっていて，この略語は，主

に特別基金を扱っているところです。

例えば， CIDAというのはシーダー，ジーダーとい

うのはカナダの日本のJICAみたいなものでしょう

か，それから DANIDAというのはデンマークです。

FINNIDAというのはフィンランドでしょう。

NORDAというのはノルウ -' ェー''--ついっふっし，

各国が援助機関なり援助省なり援助局なりを持ってい

て，そこがファンドを持っているということになりま

す。

有名なのは U.S.-AIDですね。最近， U.S.— AID 

というのはエイズを思い出すからいやだと言う人もい

ます。

ただ，ここでちょっと， ODAという略語を，日本

人がすぐ何か英文で使われるのですが，これはやめた

ほうがいいですね， ODAというのはイギリスの援助

を呼ぶものですから，日本の場合，ちょっと名前を変

えたほうがいいんじゃないでしょうかね。 ODA,ODA 

というと，聞くほうは何かイギリスと関係あるのかと

いうふうに息っちゃうのです。イギリスの援助機関を

ODAと呼んでおります。

それから，各種ファンドですね，これは主にオイル

フ(ンドと呼んでいますけれども，オイルファンドが

あって OPEC t;、レ、~~ カクウェートとかサウジアラビ

アがファンドをつくつてくれている。［に，これはイ

スラム圏の援助のために使っております()

それから，各種バンク， AFDBというのは African

development bank, それから,ADBはAsiande-

veropment bank, つまり各地域の，ある意味では国

際的な銀行が，閲発プロジェクト，さらにリサーチプ

ロジェクトについてのお金を出してくれている。

私も， ADBからお合をもらって， FAOに行った最

初の年に， InternationalWorkshopを開かせていた

だきました。韓国の釜山で開かせていただきましたけ

れども，そのとき，なぜおまえは韓同で閲くのかと，

韓同政府はいやだと言ったのです，疲れるからいやだ

と。それに， FishPathologyなんていうのはいやだ

と。だから， Fishhealth managementにするから

どうだと言って，結果的には引き受けてくたさったの

ですが，本当は私は韓国を見せたかったのです。

これは中身に関係あることですけれども，ここに韓

国の方いらっしゃったらあれですけれども，韓国のよ

うに， 2回にわたって，日本は30年にわたって，ある

意味では破壊したわけですね，ほとんど完全に壊した

というか，産業構造からいろいろなことを。それから，

その後，不幸なことに朝鮮戦争ということで，完全に

国上が荒廃してしまった。にもかかわらず，現在あれ

だけ立ち直っている。しかも，火然資源というのはは

とんどない国でございます。私は，あれをアジアの

国々に見せたかったのです。そんなこと言ったらしか

られるけれども。

ほかの国の名前を出すことはやめるとしても，巨大

な同上を持ち，巨大な天然資源を持ち，巨大な人口を

持っても，まだ被援助同だとうろうろしているのがい

るわけですよ，たくさん。それで韓国の人には……韓

国のつめのあかとは言わないけれども，韓国料理でも

食べて，少し思いを新たにしてもらいたい，そういう

ふうに説得したところ， ADBの漁菓関係の担当オフ

イサーが韓国の方なのですが，その方が， 日本人から

そう言ってもらうのは本当にうれしいと，ぜひやろう

ということで，彼が強引に決めてくれまして，やりま

した。そういうことがあります。余計なことでした。

それから，水産プロジェクトで現在やっているもの

というのは，これを話し始めると切りがないのです

が，時間もないから，全部をしゃべれませんので， ＾ 
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つ， ＾^ つお話しだし＼と思＼．ヽ ます勺

まず， ・ベ）は，南）、ぐ平洋の増養殖については， これ

を担当された方，田中さんがここにいらっしゃいます

ので，後で懇親会などで闇いてください「どのような

プロジェクトでも，特にリージ丑ナルプロシェクト

は，これは』卜常に大変でこさいます。どのようなこと

でも大変なわけでして， Mが大変かというと，ます，

リージョナルでやっていくと，例えば南太・f勺羊だった

ら， つ一つの囚の事情が違うわけです。それをリー

ジョナルにまとめていくというのは，これは大変な努

力だと息います。それはご本人から伺ってください。

それから，イント沿犀養殖プロジ _J_クト C インドと

し＼うのは•つの同しゃないかと思われるかもしれませ

んけれども，インドというのは，あれは•つの国とは

息えないですね。言菜も違うし，者え方も追うし，つ

まりあの国はいろいろな同か集まって一つのイントを

つくっていると息えばいい，大変なところでごさいま

す。

それから MEDLAP 7 の「，て 、に書いてあります

AQUILA, ALCOM, MEDLAPの場合はともかくと

して AQUILAの場合は リラフ ァ／ドといいまし

て，イタリアの援助によってつくられた増長殖のプロ

ジェクトなのです。これは，主に会議費を持ってくれ

て， 1年に 1回会議を開催する。

私も，これ全部に出たのですけれども，出た感想を

申し上げますと，水庄研究所，各海区水産研究所が持

っていらっしゃる，また農業の地域農試が持っていら

っしゃる，まさにプロ、jク会議です。やはりそういう

会議というのぱ必要なんだということ，つまりコミュ

ニケーションというのは，いろいろコミュニケーショ

ンの手段発達したというけれども，やはり faceto 

faceが一番だということです。 1年に 1回くらいで

も2回でも，お斤い会うことによって非常にコミュニ

ケーションがよくなっていくということがつくつくわ

かりまして，こういう会議はむだだと，会議だけやっ

てお酒飲んで帰ってくるんじゃないかと言うけれど

も，人と人が会うということが基本だということはつ

くづく感じました。そういうことで，細かいことはや

めます。

それから，イランのUTF, これちょっと名前か特

殊ですのでお話しますけれども， Unilateralという

意味で，イランのような国は，自分でお金を FAOに

くれるわけです。デポジットするわけです。そのお金

を使って，私たちはイランのためのプロジェクトをつ

くる こういうプロジェクトがありまして，例えば

FAOのお金を使ってとこかの国を援助するのではな

くて，自分の同のお金を積み立てておいてというか，

くださるわけです。そして， FAOは仝部そのお金を

使ってその国のために援助するという，が息議な援助

もありますへこれがUTFプロジェクト

そのほか水産の増長殖諸活動として， UNDP, Lt] 

連開発五t圃ですけれども，こういうところからの委託
によって行うことが非常の多かったのです。それがな

くなったと，先ほど申したとおりです。それから，

WHO等の要請，こういう国連機関との間係でやるも

0), それから GESAMPというのは， I司連機関がた＜

さん集まったものに，さらにプラス NGOが集まった

大きな組織でござし＼まして，これはご存しのとおり，

環境問題，その中に増養舶が人っております。それか

ら， OIE, これは畜産の方いらっしゃればおわかりの

とおり，国際獣疫という珍しい日本語でボされており

ます。国際獣疫機関と言っておりますけれども，この

OIEという国際伝染病機閏みたいなものですが，そ

この中の漁業については， FAQを代表して私が参加

しておりましたので，挙げたわけです。

それ力, r ヽ

‘り， Codexa unentanusといっのは，畜庄

とか，食品をやっていらっしゃる方はご存じと思いま

すけれとも，これは食品の衛生某準みたいな，安全性

基準をつくつている，これは田際団体ですね，国連機

関ではこざいません，同際団体です。 Intergoverment

organizationです。それから，先ほど出て苔まし

たICLARM, これは蒻谷さんのお話のとおりでござ

います。

藤谷さん，ちょっと触れられなかったのですけれど

も，この ICLARMという組織のことについては藤谷

さんがお話になりましたが，その中の活動の中で，特

に今同関係あるのではないかと思ってまいりましたの

が，あそこのつくり上げたフィソシュベースというデ

ータベースがございます。これ，大体，現在ふえてい

るわけですけれども，そのソフトとデータベース合わ

せると50-60メガバイトぐらいになりますかね，だか

ら，フロソビーで13枚から10枚ぐらい。

で，実際，私， 10日間ぐらい ICLARMに行ってこ

れをいじくってみたのですけれども，非常に情報が偏

っている。たたし，あれを日本人がつくれといったら，

まず小可能に近い。

なぜかというと， ICLARMのオフィサーたちとい

うのはヨーロノパの人が多いのです，ほとんどヨーロ
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ソパの人なのてす。ヨーロ、／パの人だちか可ーロ Jパ

で手に入る情報を集めてぎて，フィリビンの優秀で，

かつ安い労働力を使って，膨大な人間を使って入力し

ている。だから，その辺は日本では，労賃が麻いわけ

ですから，まず不可能だろうと思いますけれども，日

本が逆に協力することによって，あのフィソシュベー

スがかなり完成されるのではないかと，これはきょう

の懇視会のお士産として福所さんに差し上げます，つ

もしお人り用だったら，そのデータベースを手に人

れられて，非営利団体だから直ちにくれると思います

が，理事がいらっしゃいますのて，埋事を通して言っ

てし~ヽただければ……そうしヽうことでござしヽますc

それから， INFOFISH, これはなぜ挙げたかとい

いますと，実は先はど貝沼所長のごあいさつがござい

ましたけれども，その中で情報をとおっしゃったので

す。私は，非常に昔から， 日本は戦争したくなかった

ら情報を持つべきだと，これ乱暴な意見ですけれど

も，公式とは思わないでくださいね，農林水産省研究

所だからこういうこと言うのかもしれません。農林水

産省のこれからの大きな仕事は，やはり国民に対し

て，間断なく，一定の水準の一定の食糧をぎちんと供

給することが我々の責任ではないかと。これは国内生

産だけで間に合えばそれはもちろんいいわけでござい

まして，同時に，国内生産だけで間に合わないという

のも事実なのでございまして，そのためには，間断な

くう定のものを一定に入れていくというのは，これは

実に大変なことでこざいます。

なぜかというと，例えば水産物にしても，絶えず生

産量が変わっているわけです。品質も変われば生産量

も変わっている。農業は，昨年ああいう大被害があり

ましたので，ご存じのとおり，やはり天候に左右され

る。そういう中で，間断なく食糧を丑ビ水準のものを

一定の値段のものを，これだけの 1億数千万人の人間

に供給していくというのは，これは大変な仕事だと思

うのです。また，これこそ農水省がやるべき仕事だと。

そのためにはどうするかというと，やはり情報を集

める以外にない。情報を集めることも難しいのですけ

れども，一番難しいのは，情報を分析することでござ

います。解析するノウハウというものは日本にあるの

かなと，それが非常に心配になっております。

この INFOFISHというのは，もともと FAOの活

動の一つで，そういう Fisheryindustryの，要する

に水産物の流通に関するものだったのです。それを

FAOの活動の一つとしてやっていて，現在は自t採

算制でやっていこうという-),ベヽし、 ても FAOマー

クがまだっいておりますが。

FAO活動の関題点といたしましては，一番間題な

のは， UNDPとの関係が修復されない限り，フィー

ルドプロジェクトは非常にやりにくくなりま

UNDPは，お金を直桜各担当国というか，被援助国

に渡すと言っているのです。それは，その一番最後に

出てくる，被援助国側の間題です。プロジェクトの企

画，立案，蓮営能力等が低いわけでございます。率直

に言って，低いわけでございますr、そこへお金を渡し

てどうするのかと息うのですo UNDPの場合，国際

コンサルタントを使うのだとか，そういうことを言っ

ているわけですけれども，非常にその辺危惧を感じま

す。

日本は，平いにして UNDPの有カメンハーの.-つ

ですから，どうしても理論的に整合性の悪いものにつ

いては，やはり批判していくべきではないかと。国連

主義というのは，国連の決めたことを何でもやること

ではなくて，やはりいい国連をつくる義務があるんだ

と私は思っております。

それから， Intergovermentの，これはたくさんで

きているのです。想像以上にたくさん，アジアに限っ

ても tくさんこ Intergoverment orgamzationがあ

るわけです。その関係というのは，非常に複雑怪奇で

す。なぜつくったのかという理由がある。そういう場

介，これからきっと，この研究所の方たちがどこかへ

出かけていかれて，例えば SEAFDECであるとか

NACAであるとか，そういうたぐい， ITAだとか，

いろいろ tょそ＇）いっ一種の Intergovermentorgani-
,, _ .. 

zat10nか-さいますけれども，その設立の目的の裏

みたいなものを，まず自分なりに解析されないと，非

常に危険です。大抵の Intergovermentorganization 

はポリテイカルなものです。決してサイエンティフィ

カルなものではない。サイエンティストが行って，突

然手を出したりすると，非常に後でひどい目に遭うと

いうこともありますので，そこら辺の情報もきちんと

得られ，かつ解析もされたほうがいいんじゃないかと

思うのです。

それから，あとは JICA, これは日本の間題，後で

また JICAのことをお話いただきますけれども，一番

の間題は， 2国間協定， JICAに限りません。 USAID

とかいろいろな 2国間協定と，こういう国際機関の協

力というのはいったいどうしたらいいのか，これがま

だ解決されておりません。
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それから，あとは ICLARMがそ つなのですか，

CGIARというのですか，それの傘ドの NGO,

ICLARMがそのつですけれども，それから， IRRI

がそうですね， InternationalRice Reserch Insti-

tute, こういうものとの関係をどういうふうに考える

か，これは FAO(ことっても大きな間題てごさいま

す。

FAOの内部の問題については，非常に技術レベル

が低くなった，総体的に。それから，コストが高くな

った，ゴこれはパーマネントオフィサーだちの首が切れ

ないために，どんとん年をとっていく，そうすると賃

金が上がっていく，非常にハイコストになっておりま

す。それから，低能吟＼これは当たり前のこと

そういう状況なら低能半になるであろうと('

それから，無貞任休訓というのは，これはかなり批

判がきついのですけれども，ある意：味では，個人が対

応する個人主義なのです，ヨーロソパのスタイルはc

例えば，ある個人かクリスマス休蝦でいないと苔に，

一体だれが対応するのか。 ＾応，組織的には，どなた

か担当されることになっているのですけれども，大

抵，そういうところにつないでも，「いや，すまない

けれども，本当の相当者が帰るまで待ってくれ」と言

われてしまう。そういうような，ある意味では組織対

応のできない組織であるということでございます。そ

れは，批判として聞いていただきたい。

あとは，時間がございませんので，一潟—「出という

ことで，申し上げたいと思いますが， 2枚目です。

FAOの環境を通じて一番感じ入ったのは，やはり

憔界的な動きがあるということですね， トレンドとい

ってもいいと思うのですが，世界的な動き，例えば地

球的環境問題，これがなぜそういうふうに提起されて

きたか，どうして， どういうグループがそれをプロモ

ートしてきたか，その本当の目的は何か，非常にだん

だん……昔，元貝沼開発官のもとにいたころは純貞な

調査官でいたのですけれども， FAOに数年いますと，

だんだん人間が悪くなりまして，地球的環境間題を提

起したときの裏みたいなのが非常に気になるわけでご

ざいますっ

これは，また別な機会にIJiし上げますけれども，我々

日本人のサイエンティストというのは非常に純貞でご

ざいまして，私はともかく，純真でございまして，ポ

リテイカルなことを一切苔えない。しかしながら，あ

らゆる国際的な動きというのはポリテイカルなもので

ある c そのことを，常に自分たちのアンテナを磨かな

いと，専門ばかりというのは，もはや使いものになら

ないわけでこざいまして，その点では，言葉は悪いか

もしれませんが，あらゆる間題かできたときに，自分

なりに若える，そしてみんなで相談する， しかも解析

していくと，そういう努力が要るのではないでしょう

か。この地球的環境間題については，まさにそういこ

とかいえるだろうと思うのです。

それから，持続的養殖システム，これは今皿のこの

中で•番重要なことで，これからの技術，技術援助な

り研究なりの力伯］としては，持続的養殖システムとい

うものが大切になってまいります。非持続的なものは

だめだと，これは一つの大合な流れになっておりまし

て，そういう面でいえば，例えばエビの養殖なんてい

うのは，今，粋通のエビの養頒技術を使いますと，一

つの池の寿命というのは，大体2年とか3年で生産性

が落ちてしまうわけでございます。そういうものをほ

かの国に教えるということは，非常に罪悪でございま

して，その息では，エビの増養殖プロジェクトは非常

につらいところがございまして，むしろこれはアドバ

イスということもないですけれども，老婆心ながら，

エビのプロジェクトを手がける場合は， もっと基礎的

なものをやるべきだとしそうしなければ，ある技術を

教えている気になっていても，3年後にはそれが全滅に

近い披害を，エクアドルがそうですし， タイ，インド

ネシアもそうなのですけれども，そういうことで，例

えばですけれども，エビの現在持っている養殖技術と

いうのが，抹統的ではないということがいえるわけで

ございます。

それから，海面の養殖についても，例えばサケ，マ

スのケージ養殖，ノルウェー，スコソトランド，チリ

で盛んな，あれについても，非常に漁場の寿命が短い

わけでございます。その点，そういうものを技術援助

するというのは，非常に間題があるのではないかと思

います□そういう場合は，ここは研究機関ですので，
もう 且歩， さらにもっと学間的なというか，ベースか

らやる以外にないだろうと思っております。

あとは，広域同遊魚の話で，先ほど藤谷さんのお話

の中にもございましたけれども，マリーンランチング

だとかシーランチングだとか，それから増殖とか，そ

ういう中で，今ようやく IH:界でも間題になっておりま

して，何が間頌かというと，まず，えさ資源というの

は一体だれのものか。えさ生物資源というのは一体だ

れのものか，北太平洋のえさ資源を日本のシロサケが

みんな食っちゃったと，それはうそですけれども，食
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つぢゃったなんてことを言われますと，あれはおれの

ものたという人も出てきますし，それから所有権，あ

るふ化場が放流したものか勝手に泳苔詞っているわけ

ね，人の沿岸をかすめて泳ぎ加］っているわけです

げれども，そういうものの所有権は 1本どうなるの

か,,それから，自然生態 しているのではないか，

生物的多様r~r:を失--_)ているのではないか，そういう批

判がごさいまして，これはこれから各国が， 日本が成

功したものですから， 日本のまねをしようとし、うこと

は日本に続けということてどんどんやっていくと合

に，大きな間題になっていくわけでごさいまして，2月

に，たしかノルウェーの長助でこういう会議が間かれ

ると忍っております□そういうもののアンテナという
か，とうしたらそういう会議がキャノチできるか，ま

たその会議の結呆をいかにキープするか，これも→つ

の大ぎな情報活動の•つだと忍っております＿

そのドに書いてあるように，データ，情報，これを

どうやって集めるか，これは非常に大変なことです(」

たた，一つだけ申し上げたいのは，あらゆるものを使

えということですc

私たちも，具休的にこれこれのこういう情報が欲し

いんだといえば，大抵はそれにこだえて苔だつもりで

ございます．ところか，私， 4隼間おりまして，水産

庁からこれこれについて教えてほしいと言われたの

は，そういう情穀を集めてくれと言われたのが， 3回

か4回しかこさいません。担崎者としてみれば，何も

要請がなければ窄ですからいいのですけれども，何と

なくもったいないような気がいたします（）少なくとも

農水省から20数名の職員を FAOに出しているのです

から，彼らを徹底して使うというか，怒られるかもし

れませんけれども，撤底して使う，そしてその情報を

集めることが必要ではないかと息っておりますc

あとはやめまして，最後の部分としては，この研究

所と研究部に竺むものということで，おこがましいの

ですけれども，まず，新たな視点の確立ということで

ござしヽ ます。

これはどういうことかといいますと，水庄の場合，

非常にまだ……藤谷さんが歴史があるとおっしゃった

のですけれども，農業に比べたり畜産に比べますと，

歴史が浅うございます。そうしますと，これから新し

い地平線を切り閲いていかなければならない。今まで

の手法というのかないわけです，極端な言い方すれ

ば，はとんどないわけです。全く新しいことに直面す

る。

例えば，共同研究というのは -1などういうことが共

j,1]研究なのか，そもそも。農巣がやっているから，そ

のまま農業を水藍に移せばいいという活にならないわ

けですね，水産の特殊性がごさ＼ヽまして。

例えば，沿岸の所有権，沿臣の漁業権というのが，

そもそも国によって違うわけでこざいますcヽ みんな日

本と In]じてはないしだから，沿岸のi曽養殖をやろうと

息ったら，どうしたらいいのかというその視点を定め

ないことには，非常に混乱を起こすのではないかと，

分ミ五十なことですねC,

二つ日には，何度も申し卜げますけれども．データ

情報のネットワークの確凡どうしても日本という国

は，情報合戦では負げるのです なぜかというと，私

のいた FAOの職員，同僚たちは，最低5カ国語はし

ゃべれるわけです。私は，おまえたちはハイブリッド

だからそうなんだと言っていましたけれども，お父さ

んはフランス人でお母さんがイギリス人なんてさらに

いるわけですからね。そして， しかもスペインに住ん

でいたなんていうのがいるわけですから，そうすると

3カ国語が母同語ですからね。そういうのとやろうと

息ったら負けるのですね，どうしてもへだから，かな

り我々は組織的に努力をしないと，情報合戦では負げ

るということです。それは，どうしたらいいかという

ことよりも，大変な話なのですけれども，努力をする

以外にないわけですc

それから，あとは，研究行政の改革の先兵になって

もらいたい（）つまり，先ほど貝沼所長のごあいさつの

中でございましたけれども，あらゆるものの情報をこ

こでパッキングして開発途日司に与えるということを

おっしゃったんだと思うのですけれども，所長だから

そうおっしゃったんだろうと思うのですけれども，

私，個人的な息見なのですが，国の研究機関，あらゆ

る囚の研究機関，少なくとも国対国の研究に対して

は，やはり前向きに対応すべきだと思うわけです，こ

こだけにf千せずに。そうしないと，とてもではないけ

れども，世界の水産に関してたった 7人で対応しよう

と，これは不可能に近いわけでございます。

そういう意味ては， 日本の研究行政そのものを，こ

こがつずつ突破口を開いて，少しずつほかの研究機

関，国立研究機関を巻き込んで， Ill:界に対して間かれ

た研究をしていくシステムをつくる，また提案してい

くという，そうし、う意味では……この 4番もHじこと

ですけれども，行政研究機関に対する一つのインパク

トを与えていただきたい0 その最大の力向としては，
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ここが行うてあろう共同研究の中から，その成果が，

日本の農業なり日本の漁業に非常に強いインパクト，

つまりいい意味でのインパクトをりえるような研究成

果を出すことが， 一番はっ苔りわかるんじゃないか。

つまり国際協力というのは，実は，協力と日っている

けれとも，本当は，私たちの心の中には，開兌途」国

に対する援助だと息っているところがあるのです-援

助じゃないのですC 4い月の研究というのは，例えば，

タイで釘われた研究の政果が，日本の農業を強くする

ため，日本の漁業を強くするために役立つんだという

ことを証明することが，やはりこれから一番番大切では

ないかと，私なんかはそう息っているのですc

きょう｛如応援演説ですので，ちょっと時間を超過い

たしましたが，これで終わります。どうも失礼いたし

ました。 （拍手）

座長 大変ありがとうございました。ご質問もたくさ

んおありかと息いますけれども，総合討論の中でお願

しヽ したしヽ と息し)ます。


